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天 吹 同好 会

合わ 7年 11月 15日

曽於市教育委員会所蔵
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表紙絵 :作者 :服部英竜 えいりゅう1842-1905 幕末 明̈治時代の日本画家。
天保 13年生まれ。大隅国分郷向花 (む け)村の人。長崎にでて画をまなぶ。国分郷日

当山温泉で湯治中の西郷隆盛にしばしば接し、犬をつれた狩猟姿の肖像画を描い

た。明治38年死去。64歳。本名は有馬貞英。通称は喜右衛門。

画題

島津家臣平田二五郎宗次天吹を奏する図。平田は吉田大蔵清家と義兄弟の契りを

結び、慶長4年 (1599)の 庄内の乱で、先に討死した大蔵に殉ずる。平田の精神と行

動は武士に称賛され、後に武士間の衆道を描いた「賤のおだまき」のモデルとなっ

た。この本は明治時代二才衆の間で愛読され、森鴎外も言及している。
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天
吹
同
好
会
創
立
四
十
四
周
年
記
念
会
を
迎
え
て

天
吹
同
好
会
会
長
　
白
尾
　
回
英

天
吹
同
好
会
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
結
成
以
来
、
お
陰
様
で
本
年
四
十
四
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
発
足
当
初

か
ら
同
好
会
を
支
え
て
下
さ

っ
た
諸
先
輩
会
員
の
多
大
な
る
ご
尽
力
と
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
私
ど
も
の
前
会
長
で
あ
る
小
濱
博
道
氏
が
、
長
年
に
わ
た
る
天
吹
の
保
存
活
動

へ
の
ご
功
労
に
よ
り
、
「文
化
財
功
労
者
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た
先
輩
方
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
上
に
、
現
在
も
活
動
を
継
続
で
き
て
お
り
、

改
め
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

天
吹
は
、
も
と
も
と
薩
摩
藩
独
自
の
地
域
単
位
で
あ
る
方
限

（ほ
う
ぎ
り
）
の
郷
中

（ご
じ
ゅ
う
）
（青
少
年
の
集
団
）
に
お
い
て
、
武
術
で
あ

る
自
顕
流
や
薩
摩
琵
琶
と
と
も
に
嗜
ま
れ
て
き
た
伝
統
的
な
竹
製
の
縦
笛
で
す
。

明
治
以
降
、
こ
の
精
神
と
文
化
は
学
舎

へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
が
、
一
時
期
は
急
激
に
衰
退
し
ま
し
た
。
伝
承
は
大
田
良

一
氏
お
ひ
と
り
に
よ

っ

て
辛
う
じ
て
守
ら
れ
、
そ
の
後
、
天
吹
柴
笛
振
興
会

・（昭
和
三
十
年
発
足
、
三
十
四
年
消
滅
）
や
天
吹
同
好
会

（昭
和
五
十
六
年
発
足
）
と
い
っ
た

熱
心
な
活
動
に
よ

っ
て
現
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

当
同
好
会
の
主
要
な
目
的
は
、
こ
の
貴
重
な
伝
統
を
次
世
代

へ
確
実
に
受
け
渡
す
こ
と
で
す
。
現
在
、
会
員
に
は
三
十
代
四
名
、
二
〇
代

一
名
、

中
学
生

一
名
、
小
学
生
二
名
と
、
多
く
の
若

い
世
代
が
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
最
も
重
要
な
責
務
で
す
。

特
に
今
年
は
、
八
月
に
園
児
な
ど
十
数
名
が
天
吹
作
り
の
体
験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
が
将
来
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
要

所
要
所
で
天
吹
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
全
員
が
野
太
刀
自
顕
流
の
研
修
生
で
あ
り
、
中
に
は
薩
摩
琵
琶
の
練
習
に
も
参
加
し
て
い
る
子
供
も

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
か
つ
て
の
郷
中
に
お
け
る

「
天
吹

・
琵
琶

。
自
顕
流
」
を
三
位

一
体
Ｌ
す
る
精
神
を
感
得
し
な
が
ら
成
長
す
る
、
郷

中
の
姿
の
再
現
と
言
え
ま
す
。
そ
の
将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
育
成
の
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
天
吹
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
素
朴
で
深
み
の
あ
る
音
色
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
琵
琶
の
力
強
い
撥
音

（ば

ち
お
ん
）
を
体
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
し
ば
し
薩
摩
の
歴
史
と
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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《天吹とは》

天吹同好会

現
存
す
る
も

っ
と
も
古
い
天
吹

「安
永
十
年

（
一
七
八

一
）
」
の
刻
印
あ
り
。

天吹について

天吹は、鹿児島だけに見られる長さ約 30cm、 3節 5孔の

竹製の縦笛です。各管で音の高さが異なり、独奏楽器と

して演奏されます。奏者自身が竹を採取して製作するの

が原則です。

歴史

天吹は戦国時代から存在していたとされ、明治時代に一

度衰退しましたが、昭和 30年代に「天吹柴笛振興会」が

結成され、復興運動が始まりました。

保存 と現状

伝承曲と製作技術は、大田良一氏から白尾國利氏へと受

け継がれ、楽譜化や製作方法の確立が行われました。昭

和 56年には「天吹同好会」が発足し、保存と継承活動が

続けられています。天吹は、平成 2年に鹿児島県の指定

無形文化財に指定されました。

天吹の保存継承を目的とした団体です。毎週(杓市内共研幼稚園にて練習して

います。会員 39名 (女性 6名 )中、薩摩琵琶を奏する者 15名、自顕流経験

者が 22名おり、琵琶天吹自顕流の三者ともに嗜んだ経験のあるものが、14

人おります。これはこの三者が藩政時代より、郷中教育の中で修練または嗜

まれたものであり、その伝統が引き継がれていることによります。勿論音色

や製作 。また希少性になかれて入会したものも多く、多彩なメンバーで構成

されています。同好会には「天吹は売買をするものではない。入場料をとる

会場では演奏をしない」という不文律があり、これは郷中教育の精神を受け

いでいるといえるでしょう。
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《平常の練習》於共研幼稚園

毎週肉 5:30～ 7:00昭和 56年の発足当時から変わりません。

私たちの天吹の練習には、毎回 10人弱が対面で、4人ほどが Zoomで

参加します。

まずはロングトーンで息を整え、各自が取 り組んでいる曲を披露。練

習の締めくくりは、「テンノシヤマ」「イチヤナ」「シラベ」、復元曲の「チ

ゴデレ」を合奏します。

新入会員の方には、天吹を貸 し出して全体の練習とは別に指導するた

め、初心者の方も安心して始められます。

コロナ禍には広い場所で椅子に座って練習していましたが、今年の 7

月から和室での練習を再開しました。今は、コロナ前のように膝を突

き合わせる問合いで練習しています。和室での練習は、互いの音や息

遣いを身近に感じられ、コミュニケーションも深まるため、日本の伝

統音楽の練習にはより良い形だと改めて感じています。

また、神棚が設置されている部屋ですので、はじまりと終わりに手を

ハわせることも復活しました。

囁攣鸞r年
~~

現在の和室での練習風景
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天吹同好会の活動
令和 6年 11月 ～令和 7年 10月



ロ《第43 記念会》令和6年 11月 10日 (日 )於県婦人会館

天吹同好会では、毎年 11月 に県民の皆様へ天吹の音色をお届けする演奏会を開催

しております。昨年開催された第 43回記念会では、復元された天吹曲「稚児デレ」

を初披露いたしました。また、熊本より肥後琵琶奏者をお招きし、その音色を皆

様とお聴きいただきました。

プログラム

天吹・解説と吹奏

稚児デレ復元・その理念と過程

肥後琵琶弾奏

天吹発表  ・中・

岩下氏肥後琵琶演奏

Ｔ
一ご
〓
饉

ラファエル氏稚児デレ復元について  柚木君 (小 6)記念会初演奏

記念会終了後場所を共研幼稚園に移し記念撮影
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《薩摩琵琶弾奏大会出演》

琵琶天吹 薩摩琵琶同好会は県民に開かれた年 3回の定期的な弾奏大会を開催
しています。そのいずれにも天吹同好会員は吹奏しています。琵琶と天吹は日

新公が推奨されたと伝えられ、「琵琶天吹」と並び称されているので、琵琶会

で天吹が披露されるのは、ごく自然な流れです。

令和 6年 11月 24日 (日 )第 72回鹿児島市市民文化祭参加弾奏大会於中央公民館

令和 7年 5月 25日 (日 )第 57回鹿児島県後援春季弾奏大会於黎明館

令和 7年 9月 15日 (日 )第 51回鹿児島県後援秋季弾奏大会於黎明館

第 57回鹿児島県後援春季弾奏大会於黎明館 柚木光さん (小 6)が初舞台を
踏みました。
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毎
年
の
恒
例
と
な

っ
て
い
た
吉
田
会
員
に
よ

る
吹
奏
は
、
今
年
は
柚
木
陽
君
と
の
二
人
で

の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
若
い

世
代
に
、
こ
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

《第72 東郷平八郎記念日式典》
令和 7年 6月 1日 (日 )於多賀山公園

吉田氏タカネ オ由木君シラベを吹奏

桜島を背景に記念写真 鹿屋航空基地儀使隊

ロ
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《第44周年総会》令和 7年 6月 29日 (日 )

会長挨拶 練習成果の発表

毎年 6月 下旬に総会を開催しています。今年は 22人出席。前列右より

喜入、小漬 森山、赤時、白尾、上川路、佐野、柚木。中列右より鈴木、

亀割、柚木光、川上、新納、張、寺岡、後列右から宇都、吉田、湯川、

古田、山本、古川、森の各氏。

１

●
―
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《初めての試み・共研幼稚園おゆうぎ会で吹奏》
令和 7年 7月 12日 (土 )

■■■
.=‐

《加世田地区公民館で吹奏》令和 7年 7月 13日 (日 )

旧加世田市竹田神社は、琵琶・天吹を奨励された

島津日新公の菩提寺跡です。毎年恒例の琵琶弾奏

大会に加え、今年は初めて天吹を吹奏いたしまし

た。今後は、この琵琶と天吹の演奏会を恒例の行

事としようとの話がでています。

《鹿児島神社六月灯》令和7年 7月 18日 (金 )

柚木光さんテンノシヤマ吹奏
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共
研
幼
稚
園
の
お
ゆ
う
ぎ
会

で
、
天
吹
を
吹
奏

い
た
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
す
。

園
生
の
４
回
の
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
二
曲
ず
つ
吹
奏
い
た
し

ま
し
た
。
柚
木
い
寺
岡
、
白

尾
吹
奏
。
共
研
幼
稚
園
は
、

共
研
舎
が
母
体
と
な

っ
て

設
立
さ
れ
て
お
り
、
郷
中
教

育
の
理
念
を
園
の
教
育
方
針

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
園

庭
、
施
設
で
は
天
吹
、
琵
琶
、

自
顕
流
の
練
習
が
行
わ
れ
お

り
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
る
園
児
も
い
ま
す
。
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《天吹製作》令和 7年 8月 2日 (土 )

自顕流に取 り組む園児・卒園生を対象として天吹製作ワークシヨップを開催

しました。

興味津々 根つこの上を切 ります

ノコを使う 個人指導を受ける ドリルを使う

将来の天吹奏者・マイ天吹を持って
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ス
吹
幾
・轟

《古武道大会》令和 7年 9月 7日 (日 )

天吹同好会 39人中22人は自顕流修練者 。経験者です。自顕流研修生が、後に

天吹同好会に入門するという流れができています。

《蒲生練習会の活動》

昨年六月発足 した蒲生における練習会は現在会員が、四名 (男性一名女性三名)。

蒲生ふるさと交流館にて、月二回、蒲生在住の白尾師範の指導の下、練習を行っ

ています。世話役の丸野氏は、加治木高校の生徒だった時、現在の指導者の父

である白尾國利氏に教えを受けたことのある経験者です。
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《訃報当同好会師範藤原和朗先生逝去》

去
る
令
和
七
年
七
月
十
六
日
、
当
同
好
会
師
範
藤
原
和
朗
先
生

（享
年
八
十
七
歳
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

の
意
を
表
し
、
生
前
の
ご
指
導
と
ご
厚
誼
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
藤
原
先
生
は
、
昭
和
五
十
年
代
、
霧
島
青
年
の
家
ご

勤
務
の
際
、
天
吹
継
承
者
の
自
尾
國
利
氏
と
の
出
会

い
を
機
に
天
吹
の
道
に
入
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
り
当
同
好
会
の
師
範
と
し
て
、
私

共
会
員
の
熱
心
な
指
導
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
先
生
の

「
天
吹
作
り
」
に
お
け
る
卓
越
し
た
技
術
と
熱
意
は
比
類
な
き
も
の
で

し
た
。
長
年
の
ご
指
導
の
賜
物
に
よ
り
、
現
在
の
会
員
が
自
ら
天
吹
を
製
作
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
先
生
の
最
大
の
功
績
の

一
つ
で
す
。
ま
た
、
細
か
い
工
作
を
得
意
と
さ
れ
、
天
吹
作
り
の
た
め
の
道
具
類
を
自
ら
考
案
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
探
求
心
と
創
意
工

夫
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
ご
自
宅
の
あ
る
加
治
木
で
は
、
加
治
木
中
学
校
と
精
矛
神
社
に
て
長
年
に
わ
た

り
天
吹
の
指
導
を
続
け
ら
れ
、
郷
土
文
化
の
普
及
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
が
天
吹
に
注
が
れ
た
情
熱
と
、
そ
の
功
績

を
深
く
胸
に
刻
み
、
そ
の
志
を
継
い
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
安
ら
か
な
る
ご
永
眠
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

天吹指導一・1覧向け講座にて

天吹の作 り方収録 平成 30年
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藤
原
先
生

天
吹
同
好
会
副
会
長
　
赤
崎
　
紳

一

「
こ
げ
な
太
か
と
を
作

っ
ど
か
い
」
と
お

っ
し
ゃ
り
、
ひ
と
つ
の
竹
を
除
外
さ
れ
た
。
こ
れ
は
自
分
が
天
吹
同
好
会
に
参
加
し
て
か
ら
、
初
め
て

竹
切
り
に
当
時
の
小
漬
会
長
と
藤
原
先
生
に
同
行
さ
せ
て
も
ら

つ
た
と
き
、
藤
原
先
生
が
切

っ
た
ば
か
り
の
数
本
の
竹
を
並
べ
、
良
い
と
思
わ
れ
る

竹
を
選
別
さ
れ
て
い
た
と
き
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ

っ
た
。

そ
の
竹
を
見
て
初
心
者
の
自
分
に
は
と
て
も
良
さ
げ
な
竹
に
映

っ
た
の
で
、
「
そ
れ
を
自
分
が
も
ら

つ
て
も
良

い
で
す
か
？
」
と
、
許
可
を
い
た

だ
き
作

っ
た
の
が
、
自
分
で
初
め
て
完
成
さ
せ
た
天
吹
と
な

っ
た
。

藤
原
先
生
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
細
い
竹
よ
り
太
め
の
竹
を
好
ま
れ
る
の
で
、
今
に
し
て
み
れ
ば
そ
の
時
は
よ
ほ
ど
太
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
と
拝
察
す
る
し
か
な
い
が
、
実
際
竹
切
り
に
行

っ
て
そ
の
場
で
は
素
晴
ら
し
い
と
思
わ
れ
た
竹
で
も
、
持
ち
帰

っ
て
改
め
て
見
る
と
太
か

っ
た
り

細
す
ぎ
た
り
と
、
今
で
も
ま
ま
あ
る
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３．

そ
れ
で
そ
の
竹
で
天
吹
を
作

っ
た
次
第
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
歌
国
の
内
側
を
ど
の
程
度
削
り
込
め
ば
良
い
か
分
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
ほ
ど
ほ
　

　

一

ど
に
作
り
藤
原
先
生
に
み
て
も
ら

つ
た
と
こ
ろ
、
初
心
者
の
自
分
が
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
作

っ
た
と
い
う
こ
と
に
少
々
驚
か
れ
、
小
漬
会
長
に

「
こ

の
っ
さ
あ
が
、こ
い
を
つ
く
つ
た
ち
よ
」
と
見
せ
ら
れ
上
。
そ
れ
か
ら
試
し
に
吹
か
れ
、「も
ち
っ
と
歌
国
の
内
側
を
削
っ
た
ほ
う
が
良
か
ど
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
お
ら
れ
た
伊
藤
先
生
が
小
刀
を
出
さ
れ
、
そ
れ
で
そ
の
場
で
削
っ
て
下
さ
り

「う
ん
、
抜
け
が
良
く
な
っ
た
」
と
上
々

の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
以
来
、
自
分
は
教
え
て
下
さ

っ
た
と
お
り
、
そ
こ
は
出
来
る
だ
け
深
く
削
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

藤
原
先
生
の
天
吹
吹
奏
の
ご
指
導
は
、
曲
の

一
区
切
り
ご
と
に
楽
譜
通
り
吹
け
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
次
の

一
区
切
り
に

い
っ
た
流
れ
な
の
で
、　
一
曲
に
つ
き
六
か
月
か
ら

一
年
程
度
み
っ
ち
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
毎
回
ひ
と
り
ひ
と
り
先
生
の

び
指
導
さ
れ
る
の
で
、
自
分
の
番
が
来
る
の
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

先
生
の
ご
指
導
は
丁
寧
か
つ
厳
し
か

っ
た
が
、
そ
の
合
間
た
ま
に
ニ
コ
つ
と
さ
れ
る
笑
顔
が
、
こ
う
言

っ
て
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、

外
可
愛
い
か

っ
た
の
が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。

移
る
と

元
に
呼

●
―
　
　
一●

思
い
の
■
●

―
●
●
●

―
■
■
●
・　
　
．

・●
■
●
●
．●
●

●

―

―

　

　

　

　

●

．一



天
吹
～
薩
摩
武
士
に
思
い
を
馳
せ
て
～
　
会
員

脇
田

大
輔

私
は
現
在
、
剣
術
の
自
顕
流
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
き

っ
か
け
は
、

故
郷
鹿
児
島
の
伝
統
文
化
を
何
か
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
、
始
め
ま

し
た
。
私
が
天
吹
に
興
味
を
持

つ
た
の
は
、
昔
の
薩
摩

の
武
士
達
は

剣
術
だ
け
で
な
く
、
天
吹
や
薩
摩
琵
琶
も
学
ん
で
い
た
事
を
知

っ
た

か
ら
で
す
。
自
顕
流
を
学
ん
で
い
く
う
え
で
も
何
か
ヒ
ン
ト
に
な
る

事
が
な
い
か
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

私
は
基
本
、
ズ
ー
ム
で
の
参
加
で
す
が
、
天
吹
を
吹
く
際
の
基
本

の
細
か
い
部
分
や
自
分
の
癖
な
ど
を
、
白
尾
会
長
を
始
め
先
輩
方
に

丁
寧
に
修
正

い
た
だ
き
少
し
ず
ろ
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
前
だ

と
音
が
全
然
出
な
い
と

い
う
事
も
あ
り
、
上
手
く
吹
こ
う
と
欲
が
出

た
り
焦

っ
た
り
す
る
と
ダ
メ
な
よ
う
で
す
。
毎
増
少
し
で
も
吹
く
事

を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
と
の
天
吹
関
連
の

雑
談
話
も
密
か
な
楽
し
み
だ

っ
た
り
し
ま
す
。

天
吹
を
学
ん
で
い
く
中
で
自
顕
流
と
似
て
い
る
と
感
じ
た
所
を
述

べ
て
お
き
ま
す
。
（あ
く
ま
で
私
の
個
人
的
な
感
想
で
す
。
）

①
丹
田
の
意
識

天
吹
で
は
、
腹
式
呼
吸
で
丹
田
の
意
識
が
重
要
と
学
び
ま
し
た
。

自
顕
流
で
も
発
声
や
運
足
等
を
行
う
際
等
に
も
大
事
な
よ
う
で
す
。

●
●
●

・

一
一

一●
●
●
●
●

②
平
常
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
●
●

前
述
の
通
り
、
人
前
で
吹
け
な
く
な
る
の
は
常
に
平
常
心
で
い
ら

■
●

れ
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
顕
流
に
お
い
て
も
気
迫
の
こ
も

っ

た
発
声
や
斬
撃
を
出
そ
う
と
す
る
と
気
持
ち
が
高
ぶ
り
過
ぎ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
心
は
落
ち

つ
い
て
い
る
事
が
大
事
な
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

③

一
息
の
呼
吸

テ
ン
ノ
シ
ヤ

マ
の
冒
頭

で
、

ロ
ロ
ハ
ハ
ロ
ロ
ハ
ハ
の
譜
面
を

１
２
３
４
、
１
２
３
４
の

一
定
の
リ
ズ
ム
で

一
息
で
吹
く
よ
う
ご
指
導

い
た
だ
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
自
顕
流
に
お
い
て
も
１
回
の
発
声
で

４
打
を
左
右
連
続
で
打

つ
続
け
打
ち
の
技
が
あ
り
、
先
輩
方
は
８
打

を
連
続
で
打

っ
て
お
り
ま
し
た
。　
一
息
で
長
く
吹
く

（発
声
）
で
き

る
よ
う
に
練
習
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
と
天
吹
の
出
会

い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
児
童
保
護
者

私
が
天
吹
と

い
う
言
葉
を
初
め
て
耳
に
し
た
の
は
、
今
か
ら
二
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
当
時
三
歳
の
息
子
が
、
幼
稚
園
の
先
生
が
吹

奏
し
て
く
れ
た
、
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
刀
遊
び
が

大
好
き
で
、
鎧
や
戦
に
興
味
の
あ
る
息
子
が
、
初
め
て
自
分
か
ら
習

田
中

　
あ

ゆ
み

-14-



い
事
を
し
た
い
と
言

っ
た
野
太
刀
自
顕
流
を
習
い
始
め
た
時
期
と
同

じ
頃
で
す
。

薩
摩
川
内
市
出
身

の
私
に
と

っ
て
は
、
自
顕
流
も
天
吹
も
馴
染
み

が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
週
木

曜
日
に
幼
稚
園
で
行
わ
れ
て
い
る
天
吹
同
好
会
の
活
動
を
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
、
天
吹
の
音
色
が
自
然
に
耳
に
入

っ
て
く
る
こ
と
が
多

く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
経

っ
て
か
ら
お
喋
り
好
き
で
お
調
子
者
な
夫
が
、
仲
良

く
な

っ
た
先
生
か
ら
天
吹
を
い
た
だ
き
、
家
で
練
習
す
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
初
め
て
直
接
触
れ
る
機
会
が
訪
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
吹
を
吹

い
て
み
て
全
く
音
が
出
な
い
、
ど
う
や
れ
ば

音
が
出
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
息
を
入
れ
る
角
度
が
間
違

っ

て
い
る
の
か
、
吹
き
込
む
息

の
量
の
問
題
な
の
か
、
先
生
方
が
吹
奏

し
て
い
る
動
画
を
見
な
が
ら
練
習
を
し
ま
し
た
』

〓
週
間
ほ
ど
で
初

め
て
音
が
出
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。　
一
方
、
夫
は

と

い
う
と
な
か
な
か
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
勢

い
だ
け
で
先
生

に
大
切
な
天
吹
を

い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
負
け
ず
嫌

い
の
私

の
心
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。　
一
つ
の
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
も

違
う
音
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
ま
た
音
が
出
ず
全
て
の
音
を
出
せ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
数
ヵ
月
か
か
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
音
が
出
せ
な
い
の
も
、
天
吹
の
魅
力
の

一

つ
だ
と
感
じ
、
仕
事
と
育
児
と
家
事
を
こ
な
す
日
々
の
中
で
は
、
ほ

ん
の
少
し
の
家
事
の
合
間
や
夫
と
息
子
が
お
風
呂
に
入

っ
て
い
る
わ

ず
か
な
時
間
し
か
練
習
を
す
る
時
間
は
と
れ
ま
せ
ん
が
、
日
に
入
る

と
こ
ろ
に
天
吹
を
置

い
て
、　
一
日
数
分
で
も
毎
日
触
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す

私
が
天
吹
を
吹
奏
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
息
子
も
天
吹
の
音
色
や

曲
を
耳
に
し
て
よ
り
身
近
な
も
の
と
感
じ
、
自
顕
流
と
と
も
に
、
薩

摩
武
士
の
嗜
み
と
さ
れ
て
い
る
天
吹
を
身
に
つ
け
、
心
身
健
や
か
に

育

つ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

田中さんご一家

妙円寺参りのいで立ち
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天
吹
と
の
出
会
い

会
員
　
森
　
邦
彦

私
が
鹿
児
島
に
や

つ
て
来
た
の
は
丁
度
三
十
年
前
、
八
六
水
害
の

二
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
鹿
児
島
は
お
ろ
か
九
州
に
さ
え
訪
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鹿
児
島
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
な
い
私

に
先
の
職
場
の
園
田
先
生

（園
の
字
は
草
冠
は
つ
か
な
い
が
鹿
児
島

に
ル
ー
ツ
が
あ
る
ら
し
い
）
が
司
馬
遼
太
郎
の

「
翔
ぶ
が
如
く
」
く

ら
い
読
ん
で
お
け
―
と
言
わ
れ
、
明
治
維
新
と
薩
摩
、
征
韓
論
と
西

南
戦
争
な
ど
に
つ
い
て
は
じ
め
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
登
場
人
物
の
背
景
と
し
て
描
か
れ
た
郷
中
教
育
、
薩
摩
琵
琶
、

天
吹
な
ど
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
薩
摩
士
族
の
生

活
風
景
や
、静
か
な
夜
の
情
景
を
描
く
場
面
な
ど
で
、
天
吹
の
音
が

「
郷

土
の
響
き
」
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
西
郷
ど
一ん

や
村
人
の
心
情
を

象
徴
す
る
よ
う
な
、
郷
愁
の
こ
も

っ
た
描
写
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
時
は
具
体
的
な
音
色
は
想
像
す
る
の
み
で
、
漠
然
と
尺
八
や
篠

笛
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
本
物
の
天
吹
を
知

っ
た
の
は
某
飲
食
店

の
若
店
主
が
縦
笛

の
よ
う
な
も
の
を
何
気
な
く
手
に
し
て

「
森
さ
ん
こ
れ
知

っ
て
る
？

天
吹

っ
て
言
う
ん
だ
よ
」
と
言

い
つ
つ
実
際
に
音
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
小
さ
な
笛
な
の
に
と
て
も
深
み
の
あ
る
音
色
に
驚
き
、

私
も
吹

い
て
み
ま
し
た
。
中
学
生
の
時
少
し
だ
け
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
を

●

吹

い
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
そ
う
難
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
安
・易
一一一寺
．
　

．
・

に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
ま

っ
た
く
音
が
出
る
こ
と
は

・
あ
一
一
一

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
日
を
お
い
て
何
回
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
し
た
が
、
ま

っ
た
く
ダ
メ
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ

つ
た
後
、

そ
の
若
店
主
か
ら
妙
円
寺
参
り
に
鎧
姿
で
参
加
し
て
み
な
い
か
、
と

思
い
が
け
ず
声
が
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
め

っ
た
に
な
い
機
会
と
思

い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
妙
円
寺
参
り
の
直
前
に
関
ヶ

原
に
行
く
機
会
が
た
ま
た
ま
あ
り
、
島
津
義
弘
公
の
布
陣
場
所
な
ど

を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
妙
円
寺
参
り
の
本
番
当
日

は
鎧
を
着
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
戦
に
行
く
前
の
武
将
の
心
意
気

　

　

一

に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
徳
重
神
社
の
石
　

　

・‐

段
を
登
り

つ
つ
義
弘
公
を
忍
ぶ
薩
摩
人
の
心
意
気
に
ふ
れ
た
様
な
気

が
し
て
、
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
い
そ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
な

っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
話
を
天
吹
に
戻
し
ま
す
。
初
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
妙

円
寺
参
り
の
反
省
会
が
後
日
あ
り
、
そ
の
折
に
上
川
路
先
生
と
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
別
れ
際
に
、
何
と
天
吹
を

一
本

い
た

だ
き
ま
し
た
―
そ
れ
以
来
少
し
ず

つ
練
習
を
重
ね
よ
う
や
く
音
が
出

る
頃
に
な

っ
た
時
、
天
吹
同
好
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
回
か
参
加
す
る
う
ち
に
天
吹
や
薩
摩
琵
琶
、
自
顕
流
を
思
う
薩
摩
人

の
思
い
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
気
持
ち
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



ま
だ
ま
だ
満
足
に
音
も
出
せ
な
い
駆
け
出
し
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
い
で
に
、
私
の
生
ま
れ
育

つ
た
町
は
北
海
道
の
斜
里
郡
小
清
水
町

と

い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
町
名
は
北
海
道
に
は
珍
し
く
和
名
な
の
で

す
が
、
開
拓
に
は
鹿
児
島
人
の
佐
藤
市
之
助

（薩
摩
藩
士
で
西
郷
さ

ん
の
も
と
西
南
戦
争
に
加
わ

っ
て
い
た
）
が
携
わ

っ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
を

つ
い
最
近
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
開
拓
の
歴

史
に
は
鹿
児
島
人
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
の
故
郷
の

町
も
そ
う
だ

つ
た
と
言
う
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、
私
の
誕
生

日
は
東
郷
平
八
郎
が
率

い
て
大
勝
利
を
収
め
た
日
本
海
海
戦
の
あ

っ

た
日

（旧
海
軍
記
念
日
）
、
私
の
結
婚
式
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

東
京
代
々
木
の
東
郷
神
社

（
こ
の
時
は
私
の
誕
生
日
が
日
本
海
海
戦

の
日
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
な
ど
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
と
思

わ
れ
た
鹿
児
島
も
少
し
は

つ
な
が
り
が
あ

っ
た
い
よ

い
う
こ
と
で
天

吹
を
含
め
改
め
て
感
慨
を
深
く
し
て
お
り
ま
す
。

妙円寺参 り 左から寺岡、森、湯川の各氏。いずれも同好会会員。
森氏は寄稿文にある通 り、北海道出身で縁あって今年会員とな

ら―れた。
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天
吹
と
の
出
会
い

会
員
　
黒
田
　
浩
司

私
が
天
吹
と
出
会

っ
た
の
は
、
平
成
二
十
年
の
夏
、
野
太
刀
自
顕

流
の
合
宿
で
の
こ
と
で
し
た
。　
一
日
目
の
厳
し
い
稽
古
を
終
え
、
夕

食
後
の
懇
親
会
で
、
赤
時
紳

一　
‥さ
ん

（現
副
会
長
）
か
ら

「自
顕
流

・

薩
摩
琵
琶

。
天
吹
は
、
薩
摩
武
士
の
三
つ
の
嗜
み
で
あ
る
」
と
紹
介

さ
れ
、
自
作

の
天
吹
を

一
本

い
た
だ

い
た
の
で
す
。
小
鳥
の
さ
え
ず

り
の
よ
う
な
澄
ん
だ
音
色
に

一
瞬
で
心
を
奪
わ
れ
、
稽
古
の
合
間
に

も
夢
中
で
練
習
し
て
い
た
こ
と
を
、
今
も
鮮
や
か
に
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
様
子
を
見
て
お
ら
れ
た
の
か
、
福
岡
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
た

栗
山
晃
さ
ん
が
、
後
日
、
自
作

の
天
吹
と
譜
面
、
さ
ら
に
は
未
加
工

の
コ
サ
ン
竹
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
栗
山
さ
ん
も
天
吹
を
習

い
に
鹿
児
島
ま
で
通
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
ヽ
相
当
熱
心
に
天
吹

を
練
習
し
た
り
、
作

っ
た
り
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

先
達
諸
氏
か
ら
の
聞
き
鳴
り
や
、
『天
吹
』
（平
成
十
三
年
六
月
発
行

の
簡
易
版
）
を
何
度
も
読
み
返
し
な
が
ら
製
作
方
法
を
調
べ
、
自
作

し
て
み
て
い
る
う
ち
に
、
残
り
の
竹
も
少
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
私
も
竹
を
捜
す
と
こ
ろ
か
ら
や

つ
て
み
た
く
な
り
、
赤
崎

さ
ん
の
ご
厚
意
で
何
度
か
竹
伐
り
に
連
れ
て
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
や
が
て
、

コ
サ
ン
竹

の
見
分
け
方
や
、
日
当
た
り
が
悪
く
、
湿

気
が
多

い
所
に
生
え
て
い
る
と

い
う
植
生
が
何
と
な
く
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
州
に
も
自
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
ず
雨
●

の
少
な
い
瀬
戸
内
海
気
候
の
せ
い
か
、
広
島
で
は
こ
れ
ま
で
見

つ
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
十
年
程
前
か
ら
は
、
自
顕
流
の
稽
古
始
め
の
際
は
、

川
内
川
流
域
、
北
薩
、
人
吉
、
大
隅
横
川
な
ど
、
道
中
で
竹
伐
り
を

し
な
が
ら
鹿
児
島
ま
で
往
復
す
る
の
が
恒
例
と
な

っ
て
い
ま
す
。
雨

天
の
年
も
あ
り
ま
す
が
、
余
程
酷

い
雨
で
な
い
限
り
は
、
合
羽
を
着

て
竹
伐
り
を
し
ま
す
。
野
山
に
分
け
入
り
、
市
場
に
決
し
て
流
通
す

る
こ
と
の
な
い
、　
一
点
も
の
の
天
然
素
材
を
捜
し
歩
く
の
は
、
何
物

に
も
代
え
が
た
い
贅
沢
さ
を
感
じ
ま
す
。

天
吹
づ
く
り
は
、
硬
く
、
縦
方
向
の
繊
維
で
構
成
さ
れ
る
竹
と

い

う
素
材
の
性
質
を
見
極
め
、
伐
る
と
き
、
油
抜
き
を
す
る
と
き
、
歌

口
側
と
管
尻
側
を
切
り
詰
め
る
と
き
、
孔
の
位
置
決
め
を
す
る
と
き
、

孔
の
内
側
を
割
り
広
げ
る
と
き
…
い
ず
れ
も
心
を
落
ち
着
け
て
、
手

順
ど
お
り
、
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
作
業
し
な
い
と
、
す
ぐ
に
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
何
度
も
失
敗
を
繰
り

返
し
、
コ
ツ
や
注
意
す
べ
き
点
、
致
命
的
失
敗
を
避
け
る
準
備
や
養
生
、

工
具
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
、
頻
度
は
減

っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
失

敗
し
た
と
き
の
悔
し
さ
と

い
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
幾
度
も
失
敗
を

重
ね
て
、
よ
う
や
く

「
や
り
過
ぎ
ず
、　
一
度
止
め
て
考
え
る
」
と

い

う
姿
勢
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に

「
も
の
づ
く
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り
を
通
じ
た
精
神
修
養
」
で
あ
り
、
心
を
落
ち
着
け
、
熟
考
し
た
上

で
果
断
に
実
行
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
修
練
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

吹
く
と
き
も
ま
た
同
じ
で
す
。
気
持
ち
の
持
ち
方
、
呼
吸
の
強
弱
、

歌
日
の
当
て
方
、
い
ず
れ
も
細
心
の
注
意
を
要
し
、
「
一
度
で
決
め
る
」

と

い
う
覚
悟
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
、
い
か
な
る

場
合
に
刀
を
抜
く
べ
き
か
を
日
項
か
ら
熟
考
し
、　
一
度
抜

い
た
ら
必

ず
敵
を
倒
す
と
い
う
自
顕
流
の

「初
太
刀
」
に
通
じ
る
姿
勢
で
あ
り
、

精
神
と
技
が

一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
薩
摩
藩
の
郷
中
教
育
は
、
剣
術
や
兵
学
だ
け
で
な
く
、
琵

琶
歌
や
天
吹
、
い
ろ
は
歌
の
輪
読
会
や
詮
議
、
さ
ら
に
は
妙
円
寺
詣

り
な
ど
の
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
年
長
者
が
年
少
者
を
導
き
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

「質
実
剛
健
な
サ
ム
ラ
イ
」
を
育
て
る
教

育
体
系
で
し
た
。
そ
こ
に
は
芸
事
も
遊
び
も
、
す
べ
・て
心
身
を
鍛
え

る
修
練
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
自
顕
流

・
薩
摩
琵
琶

・
天
吹

は
い
ず
れ
も

「
己
と
向
き
合

い
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
修
練
を
重
ね
る
」

と
い
う
精
神
を
通
底
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
天
吹
を
吹
く
と
き
の
呼
吸
は
、
自
顕
流
の
打
ち
廻
り
と
同
じ
」
と

か
、
「
天
吹
と
薩
摩
琵
琶
と
薩
摩
言
葉
と
は
、
音
の
切
り
方
の
特
徴
が

同
じ
」
と
か
、
「薩
摩
言
葉
を
話
さ
な
い
人
に
薩
摩
琵
琶
を
教
え
て
も

無
駄
」
な
ど
、
話
を
聞

い
た
り
、
本
で
読
ん
だ
り
す
る
と
、
文
化
が

気
候
風
土
や
言
語
と
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

数
ヶ
月
前
の
稽
古
の
際
、
地
方
色
が
色
濃
く
残
る
鹿
児
島
に
お
い
て

も
、
徐
々
に
薩
摩
言
葉
が
話
さ
れ
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
歴
史
や

伝
統
を
伝
え
て
い
く
の
が
難
し
く
な

っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
い

う
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
育

っ
た
備
後
地
方
も
同
じ

で
、
祖
父
母
世
代
の
正
調
備
後
弁
を
最
後
に
聞

い
た
の
は
も
う
二
十

年
も
前

の
こ
と
。
方
言
は
標
準
語
に
近
づ
き
、
地
域
固
有
の
歴
史
や

伝
統
は
急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
道
具
に
し
て
、
社
会
的
要
因
の
影
響
を
受
け
常
に
変
化
を

続
け
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
て
も
、
歴
史
や
伝
統
と
の
つ
な

が
り
と
と
も
に
あ
ま
り
に
も
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
残
念
に
　
　
９．

思
う
気
持
ち
を
押
し
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
気
持
ち
を

　

　

一

共
有
す
る
幅
広

い
世
代
の
有
志
が
集

つ
て
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
を

育
て
る
、
そ
う

い
う
場
に
何
と
も
言

い
よ
う
の
な
い
心
地
良
さ
を
感

じ
ま
す
。

今
年
、
上
川
路
直
光
さ
ん

（副
会
長
）
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
天
吹

同
好
会

へ
の
入
会
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
新
た
な
扉
が
開
か
れ
ま
し

た
。
早
速
、
天
吹
と
自
顕
流
、
薩
摩
琵
琶
の
つ
な
が
り
や
、
歴
史

・

伝
統
に
関
す
る
深

い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
適
し
た
竹
●
●
‐
　
　
●
・

の
選
び
方
や

『天
吹
』
で
は
不
明
だ

っ
た
歌
国
の
内
部
の
細
か
い
作

●
■
一

り
込
み
な
ど
、
独
学
で
は
知
り
得
な
か

っ
た
こ
と
を
学
べ
る
喜
び
一な
Ｉ
■

●
●

〓
■
●
●
●

．　

　

　

●■
■



噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

居
住
地
や
勤
務

の
都
合
で
稽
古
に
十
分
に
参
加

で
き
な

い
の
は
心

苦
し

い
限
り
で
す
が
、

い
つ
の
日
か
力
強
く
も
流
麗
で
味
わ

い
深

い

音
を
奏

で
、
良

い
天
吹
を
作
り
出
せ
る
よ
う
、　
一
歩

一
歩
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
´

白
尾
会
長
様
を
は
じ
め
、
先
達

の
皆
様
方
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

木陽君
出
田
■
↑武者若

■
‐
．■
●
―
―
―

妙円寺参 りは、関ケ原の戦いの「島津の退き口」の苦難と、その不撓不屈の

精神を偲ぶために、鹿児島城下から伊集院にある島津義弘公の菩提寺 (現在

の徳重神社)ま で往復歩いて参拝する鹿児島三大行事の一つです。藩政時代

に始まり、現在は武者行列、市内からのウオーキング、各武道の奉納等の総

合的な行事となっており、天吹同好会員も共研舎の舎生として武者行列に参

加 しています。関ケ原の主
`;を

いで天吹が吹かれたという文献もあり、同好会員

にとって妙円寺参 りへの参加は歴史的にも意義深いものです。

妙円寺参りと天吹

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐| ‐‐‐| ‐| ‐‐| | | ‐| ‐‐| | | | ‐| | ‐||||■
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地
方
気
質
今
昔

前
会
長
　
小
漬
　
博
道

現
代
の
日
本
で
は
、
ど
の
県
の
国
道
を
車
で
走

っ
て
い
て
も
、
同
じ

企
業
の
店
舗
が
同
じ
よ
う
に
並
ん
で
い
て

「
別
の
県
に
来
た
」
と
い
う

感
じ
が
し
な
い
、
と

い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
、

同
じ
も
の
、
同
じ
情
報
が
手
に
入
る
安
心
感
は
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ

と
引
き
換
え
に
地
方
の
個
性
的
な
景
色
は
な
か
な
か
見
え
な
く
な

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
景
色
だ
け
で
な
く
、
地
方
独
特
の

「精
神
性
」
も

薄
れ
て
き
て
し
ま

っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
仕
事
の
関
係
で
、

北
海
道
、
東
京
、
九
州
な
ど
全
国
様
々
な
出
身
の
方
と
ご

一
緒
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
地
方
の
特
色

を
持

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
の
赴
任
先
は
北
海
道
で
し
た
。
開
拓

で
出
来
た
新
し
い
場
所
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
他
県
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
し
き
た
り
や
風
習
は
あ
ま
り
な
く
、
総
じ
て
お
お
ら
か
で
明
る
く
、

開
放
的
で
あ
り
ま
し
た
。
高
知
の
人
は
豪
放
で
あ
り
な
が
ら
思
い
や
り

が
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な

人
が
多
く
、
親
し
く
す
る
の
が
楽
し
か

っ
た
も
の
で
す
。
わ
が
鹿
児
島

県
人
の
気
質
と
い
う
と
、
し
き
た
り
や
伝
統
を
重
ん
じ
る
人
が
多
く
、

自
尊
心
が
強
く
て
質
実
剛
健
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
意

思
貫
徹
の
気
骨
も
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
い
た
と

き
に
、
そ
れ
を
感
じ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
国
分
の
部
隊
に
赴
任

し
て
す
ぐ
に
、
師
団
長
の
訓
練
検
閲
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
百
数
十
名

の
隊
員
と
と
も
に
大
分
の
日
出
生
台

（ひ
じ
ゅ
う
だ
い
）
演
習
場
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
昔
か
ら
雷
の
名
所
と
し
て
有
名
な
場
所
な
の
で

す
が
、
そ
の
日
も
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
て
お

り
、
豪
雨
と
共
に
そ
こ
ら

一
体
に
雷
が
聞
断
な
く
落
ち
て
く
る
と
い
う

状
況
で
し
た
。
訓
練
は
真
夜
中
に
始
ま
り
ま
す
が
、
暗
い
は
ず
の
空
は

真

っ
赤
で
す
。
検
閲
側
も
気
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
中
止
命
令
は
出
さ

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
隊
員
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
不
平
不
満
を

言
う
そ
ぶ
り
も
な
く
、
粛
々
と
陣
地
に
入
り
、
工
事
を
し
、
視
察
か
ら

は
目
が
届
か
な
い
遠

い
谷
間
の
陣
地
ま
で
ひ
と

つ
の
手
抜
き
も
な
く
、

翌
朝
に
は
見
事
な
防
御
陣
地
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
時
で

も
や
る
べ
き
こ
と
を
貫
徹
す
る
。
全
国
で
も

「名
門
中
の
名
門
」
と
称

さ
れ
る
部
隊
で
し
た
が
、
鹿
児
島
人
の
気
質
が
そ
の
よ
う
な
精
鋭
を
生

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
景
色
も
気
質
も
平
均
化
さ
れ
、

違
い
が
な
く
な

っ
て
い
く
。
そ
れ
は
便
利
で
平
等
な
良
い
時
代
に
な

っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
地
方
の
風
土

や
歴
史
に
育
ま
れ
て
き
た
気
質
と
い
う
も
の
も
、
残

っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
の
豊
か
な
文
化
を
育
む

も
の
で
も
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
伝
統
文
化
に
携
わ

っ
て
い
る
も
の

に
は
、
次
世
代
に
そ
の
よ
う
な
良
き
気
質
を
伝
え
て
い
く
、
そ
の
使
命

も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
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《小渡前会長、文化財功労者として表彰 !》

藤
槻

1爾

ノ藝凸簑 功翡:癬
′

´
ι
ν

′

立

日
干

」ト

表

このたび、前会長の小漬博道氏が、鹿児島県文化財功労者として表彰されました。

11月 4日 には県庁で表彰式が行われ、平成 17年から 15年間の長い問会長職にあっ

て、県指定無形文化財「天吹」の保存・継承への多大な貢献があったと称えられま

した。小漬氏からは「同好会を代表しての受賞」とのお言葉をいただきました。私

ども会員一同、この栄誉を心から喜び、これからも「天吹」の活動に一層精進する

所存です。下記は小漬氏が同好会に入会されたころの天吹に対する思いを語られた

文章です。
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１
‥
日
１
■
■

伝統を継ぐ心     小漬博道      (平 成8年 15周年記念会誌掲載 )
天吹同好会の稽古は、木曜日共研舎の一室をお借りして行っているが、最近急

に人数が増え、現在は毎週十二三人が参集して白尾先生のご指導を仰いでいる。

活況を呈しているというのが、いつわらざる状況である。大変喜ばしいことである。

この稽古に集まって来る人々の気持ちは皆一つであるように見える。

私は、天吹の稽古は他の現代楽器とは少し違うと考えている。それは何かというと、

「古い良き伝統をそのまま継ぐ心」だと思う。

そこには現代の社会風潮にありがちな、自己PRも見てくれも何もない。同じ心の

人が木曜に集まり、先生の指導の下、ただ吹いているのである。

またそこには野太刀自顕流の伊藤先生の古武士然としたお姿が常にあり、天吹

以外の薩摩の心もいろいろ教えていただけるのも有難い。

私は人に天吹を何故するのかと言われたら、この笛と出会った以上続けていかね

ばならないと答えている。

天吹に集まる人々が「無」の心になって、ただひたすら吹いているように、こ

らも少しでも魂の入った音が出るよう続けて行きたいものである。
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天
吹
に
お
け
る
学
習
過
程
と
そ
の
文
化
的
意
義
に
関
す
る
研
究

¨
研
究
の
構
想
と
課
題
　
　
　
渕
上
ラ
フ
ァ
エ
ル
広
志

①

は
じ

め

に

天
吹
で
あ
れ
尺
八
で
あ
れ
、
日
本
の
民
族
楽
器
に
お
い
て
最
も
重
要
な
営
み
の

一
つ
は
、
そ
の
伝
統
を
次
世
代

へ
と
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
伝
統
音
楽
の
継
承
と
は
、
単
に
音
楽
的
技
法
や
曲
を
伝
え
る
行
為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
価
値
観
、
態
度
、
道
徳
、
情
操
、
感
性
と
い
っ
た

情
意
的

・
倫
理
的

・美
的
領
域
を
も
含
む
多
面
的
な
要
素
を
伝
達
す
る
過
程
で
あ
り
、
人
々
の
音
楽
性
と
と
も
に
人
間
形
成
に
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
で
は
、
師
範
の
も
と
で
修
練
を
積
み
、
段
階
的
に
上
達
し
な
が
ら
免
状
を
授
与
さ
れ
る
と
い
う
家
元
制
度
が

一
般
的
で
あ
る
。　
一
方
、
天
吹
の
伝
承
に
は
こ
の
制
度
が
存
在
せ
ず
、
尺
八
と
も
異
な
る
独
自
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
芸
能
や
娯
楽
を
目

的
と
し
て
演
奏
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
吹
の
伝
承
曲
以
外
の
音
楽
を
吹
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
、
営
利
目
的
で
の
演
奏
・指
導
・

楽
器
製
作
も
禁
じ
ら
れ
、
奏
者
自
ら
が
楽
器
を
製
作
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
吹
は
芸
術
表
現
の
手
段
と
い
う
よ
り
も
、
薩
摩

武
士
の
嗜
み
や
情
操
教
育
の
実
践
形
態
と
し
て
受
け
継
が
れ
、音
楽
を

「演
じ
る
」
こ
と
よ
り
も

「伝
え
る
」
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
、

教
育
的
実
践
と
し
て
の
重
要
な
視
点
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
天
吹
に
お
け
る
学
習
の
目
的
と
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
美
意
識
や
人
間
性
が
形

成
さ
れ
る
の
か
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
間
に
直
接
答
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
天
吹
に
関
す
る
研
究
の
中
間
報
告
、
あ
る
い

は
そ
の
概
要
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
・い

・
を
探
る
た
め
に
、
筆
者
は
２
０
２
５
年
度
、
カ
ワ
イ
サ
ウ
ン
ド
技
術

。
音
楽
振
興
財
団
の
支
援
を

受
け
、
「
天
吹
学
習
の
過
程
と
そ
の
文
化
的
意
義
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
お
よ
び
東
京
音
楽
大
学
で
の
公
開

講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
天
吹

の
歴
史
的
背
景
と
郷
中
教
育

の
伝
統

本
来
、
天
吹
は
薩
摩
琵
琶
や
剣
術
で
あ
る
自
顕
流
と
と
も
に
、
薩
摩
武
士
の
教
養
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
現
在
、
鹿
児
島
市
の
共
研

舎
で
は
、
天
吹
の
練
習
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
薩
摩
琵
琶
や
自
顕
流
の
修
練
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
鹿
児
島
独
特
の
音
楽
文
化
を
継
承
す
る

拠
点
と
な

っ
て
い
る
。
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●

共
研
舎
は
郷
中
教
育
を
受
け
継
い
だ

「学
舎
」
の

一
つ
で
あ
る
。
郷
中
の

「
郷
」
と
は
、
方
限

（ほ
う
ぎ
り
）
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
当
時
の
一瞳
・摩
一■
■

●

―

藩
に
お
け
る
地
域
区
分
の
単
位
で
あ

つ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
町
内
会
の
よ
う
な
小
規
模
な
地
域
で
あ
り
、
そ
の
´
「郷
」
に
属
す
る
青
少
年
に
よ
っ
て

■
■
一

構
成
さ
れ
る
異
年
齢
集
団
が

「郷
中
」
と
呼
ば
れ
た
。
各
方
限
に
は
独
自
の
伝
統
文
化
や
教
育
が
存
在
し
、
明
治
以
降
、
そ
れ
ら
の
教
育
は

「学
舎
」

と
呼
ば
れ
る
集
団
に
引
き
継
が
れ
た
。

共
研
舎
は
、
当
初
は
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
、
三
方
限

（上
之
園
、
荒
田
、
高
麗
町
）
の
郷
中
教
育
の
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
現

在
で
は
幼
稚
園
と
し
て
存
続
し
て
お
り
、
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
現
在
、
学
舎
内
で
は
ど
の
よ
う
に
伝
統
音
楽
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
か
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
の
研
究
は
殆
ど
な
い
。
し
か
も
、
天
吹
は
ど
の
よ
う
に
学
習
さ
れ
、
そ
の
音
楽
性
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
鹿
児
島
の
音
楽
文
化
と
し
て
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
、
次
世
代
の
継
承
者
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
多
く
の
疑

間
が
残
る
。

③

先
行

研
究

の
整

理

と
本
研
究

の
位
置

づ

け

天
吹
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は
、
田
辺
尚
雄

（８
ミ
）
、
久
保
け
ん
お

（８
８
）
、
白
尾
國
利

（８
ｏ
∞
、
８
３
、
ＨＯ
ざ
い
日０
コ
、
ＨＯ
∞
ｏ
）
、
上
参

郷
祐
康

（る
パ
）
、
上
野
堅
賞

（る
鍵
）
、
月
漢
恒
子

（８
胡
、
８
∞
ｏ
）
、
西
山
秀
利

（８
∞
０
）
ら
の
著
書
に
、
天
吹
の
起
源
や
成
り
立
ち
、
奏
法
、
楽

曲
分
析
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
　
　
”
　

一

一
方
、海
外
で
は
、〓
”
〕ヨ

（８
８
ご
葛
∞
）
、冒
①
（８
⑬
∞
）
、口
巳
①『
（Ｎ
ｏ
に
）
ら
が
、
尺
八
類
の
楽
器
を
紹
介
す
る
際
に
天
吹
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
天
吹
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
天
吹
の
歴
史
的
お
よ
び
楽
器
学
的
側
面

（Ｎ
ｏ
ヽ
）
、
演
奏
の
実
践
と
製
作
過
程

（関
ｏ
Ｎ
、
Ｎ
ｏ
Ｎ
ω
）
、
装
飾
技
法
の
分
析

（関
ｏ
漣
）
、

天
吹
曲
に
お
け
る
リ
ズ
ム
様
式

（関
ｏ
Ы
）
、
天
吹
曲
の
復
元
演
奏
の
研
究

（Ｎ
ｏ
×
）
を
行

っ
た
。

さ
ら
に
、
筆
者
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
カ
ワ
イ
サ
ウ
ン
ド
技
術
振
興
財
団
の
支
援
を
受
け
、
国
内
外

（ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
）
で
天
吹

に
関
す
る
講
義
や
演
奏
を
通
じ
て
、
そ
の
普
及
と
研
究
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。
２
０
２
４
年
１０
月
１２
日
に
は
、
東
京
音
楽
大
学
で
開
催
さ
れ
た
公
開

講
座

「幻
の
笛

『天
吹
』
の
復
元
演
奏
―

‐現
代
に
蘇
る
薩
摩
の
士
魂
―

‐
」
に
お
い
て
、
筆
者
が
復
元
し
た
天
吹
曲

《
チ
ゴ
デ
レ
》
を
自
尾
國
英
が

初
演
し
た
。
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し
か
し
、
教
育
的
観
点
か
ら
天
吹
を
考
察
す
る
研
究
は
存
在
せ
ず
、
天
吹
に
お
け
る
学
習
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

④
研
究

の
目
的

・
対
象
お
よ
び
方
法

本
研
究
は
、
天
吹
に
お
け
る
学
習
過
程
に
焦
点
を
当
て
、
天
吹
特
有
の
音
楽
文
化
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
地
域
に
お
け
る
伝
統
音
楽
の
継
承
を
促
進
し
、
そ
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
資
料
調
査

・
聞
き
取
り
調
査

。
参
与
観
察
を
柱
と
す
る
。
資
料
調
査
で
は
、
天
吹
伝
承
者
で
あ
る
白
尾
國
利
が
遺
し
た
視
聴

覚
資
料
お
よ
び
紙
資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
天
吹
指
導
者
お
よ
び
後
継
者
に
対
し
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
共
研
舎
で
の
練
習
過
程
や
精
神
性
に
関
す
る
意
見
を
収
集
し
、
天
吹
の
練
習
会
へ
の
見
学
を
行
う
。

筆
者
自
身
も
天
吹
同
好
会
の
一
員
と
し
て
演
奏
・製
作
に
携
わ
っ
て
お
り
、
自
ら
の
学
習
経
験
を
踏
ま
え
た
実
践
的
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
と
活
動
を
通
し
て
、
天
吹
の
歴
史
と
成
り
立
ち
に
お
け
る
学
習
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
学
習
者
の
双
方
の
立

場
か
ら
、
天
吹
学
習
に
お
け
る
精
神
性
や
音
楽
性
を
考
察
す
る
。
本
研
究
は
、
地
域
固
有
の
音
楽
文
化
に
内
在
す
る
教
育
的
価
値
を
学
術
的
に
明
ら
か

に
し
、
伝
統
音
楽
の
研
究
お
よ
び
音
楽
教
育
学
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
点
に
意
義
が
あ
る
。

⑤
今
後

の
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ　

・

本
研
究
の
実
践
的
展
開
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
６
年
３
月
２９
日
（日
）
に
東
京
音
楽
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
０
０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「現

代
に
蘇
る
薩
摩
の
士
魂

（そ
の
２
）
―
天
吹
、
琵
琶
、
自
顕
流
の
真
髄
―
」
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
天
吹

・
琵
琶

。
自
顕
流
の
連
携
を
通

じ
て
、
鹿
児
島
の
音
楽
文
化
の
継
承
と
普
及
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
東
京
音
楽
大
学
付
属
民
族
音
楽
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
天
吹
の
学
習
や
演
奏
を
通
じ
た
文
化
的

。
社
会
的
理
解
の
深
化
を
図
り
、
鹿
児
島
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
継
承

と
発
展
に
実
践
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
天
吹
が
単
に
保
存
継
承
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、

会
に
お
け
る
人
々
の
精
神
的

・
文
化
的
成
長
を
支
え
る
存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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《
薩
摩
琵
琶
》

薩
摩
琵
琶
は
、
日
置
市
吹
上
町
常
楽
院
の
開
山
で
あ
る
宝
山
検
校
が

仏
教
の
教
え
を
広
め
る
た
め
に
始
め
た
、
盲
僧
琵
琶
が
源
流
に
な

っ
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
盲
僧
琵
琶
を
改
良
し
、
現
在
の

よ
う
な
琵
琶
音
楽
に
し
た
の
は
、
戦
国
時
代
の
島
津
忠
良

（日
新
公
）

と
、
当
時
の
常
楽
院
住
職
渕
脇
寿
長
院
で
す
。
こ
の
頃
、
琵
琶
が
大

形
化
し
、
演
奏
法
も
勇
壮
な
も
の
と
な
り
、
戦
記
物
を
語
る
時
の
伴
奏

音
楽
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
幕
末
に
な
り
薩
摩
藩
が
中
央

に
進
出
す
る
に
つ
れ
、
琵
琶
も
他
藩
の
知
る
所
と
為
り
、

「
薩
摩
琵

琶
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
島
津
忠
義
公

（第
十
二
代
藩

主

一
八
四
〇
～

一
八
九
七
）
は
自
ら
薩
摩
琵
琶
を
製
作
す
る
ほ
ど
琵
琶

に
親
し
ま
れ
、
明
治
天
皇
の
お
召
し
に
よ
り
参
訥
し

・・・、
薩
摩
琵
琶
天
吹

柴
笛
を
演
奏
さ
せ
て
い
ま
す
。
当
時
、
琵
琶
天
吹
が
藩
主
か
ら
藩
士
ま

で
浸
透
し
て
お
り
、
琵
琶
が
東
京
に
広
ま
る
要
因
と
な

っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
薩
摩
琵
琶
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
東

京
を
中
心
に
全
盛
期
を
迎
え
、
幾

つ
か
の
流
派
に
分
か
れ
ま
す
。　
本

元
の
鹿
児
島
で
は
藩
政
時
代
の
流
れ
が
学
舎
の
中
で
受
け
継
が
れ
、
現

在
龍
洋
会
と
正
風
会
の
両
派
で
薩
摩
琵
琶
同
好
会
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
伝
承
曲
に
は

「蓬
大
山
」
の
よ
う
な
祝
賀
歌
　
「
城
山
」
の
よ
う

な
戦
記
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

薩
摩
琵
琶
同
好
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
鹿
児
島
県
指
定
無

財
保
持
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
弾
奏
》
上
川
路
直
光
鹿
児
島
県
指
宿
市
出
身

・
鹿
児
島
市
在
住

江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
の
武
士
階
級
を
中
心

に
継
承
さ
れ
て
き
た
教
育
機
関

「
郷
中
教

育
」
の
流
れ
を
く
む
学
舎
で
あ
る

「共
研

舎
」
に
お
い
て
、
平
成
七
年
よ
り
、
伊
藤

政
夫
に
師
事
し
、
そ
の
中
心
的
な
活
動
項
目
で
あ

つ
た

一
撃
必
殺
の

剣
術

「
野
太
刀
自
顕
流
」
、
薩
摩
士
風
の
醸
成
に
欠
か
せ
な
い

「
薩

摩
琵
琶
」

。

「
天
吹
」
を
修
め
る
。
そ
の
後
天
吹
同
好
会
、
薩
摩
琵

琶
同
好
会
の

一
員
と
し
て
、
共
研
舎
を
活
動
拠
点
に
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

承
育
成
活
動
に
努
め
て
い
る
。

現
在
天
吹
同
好
会
副
会
長
。
薩
摩
琵
琶
同
好
会
会
員
．
野
太
刀
自
顕

流
研
修
会
会
員
。
薩
摩
琵
琶
共
研
舎
道
場
主
宰
。

演
奏
略
歴
　
奉
納
演
奏

¨
伊
勢
神
宮
、
照
国
神
社
　
他

教
育
機
関

¨
京
都
大
学
大
学
院
、
慶
応
大
学
、
鹿
児
島
大
学
　
他

イ
ベ
ン
ト

¨
第
三
十
回

「
国
民
文
化
祭
参
加
」
、

「
伝
統
の
身
体

・

創
造

の
呼
吸
～
薩
摩
琵
琶
と
と
も
に
」
出
演
、

「
日
越
国
際
交
流

会
」
、

「妙
音
」
熊
本

。
東
京
公
演
　
他
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【天
吹
伝
承
曲
】

七
曲
の
み
。
楽
譜
も
唱
歌

（し
ょ
う
が
）
も
な
く
、
す
べ
て
口
頭
に

よ

っ
て
伝
承
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

（白
尾
國
利
氏
が
楽
譜
化
）
曲
の

長
さ
は
大
田
氏
の
録
音
演
奏
の
長
さ
で
す
。

《
テ

ン

ノ

シ

ヤ

マ
》

《
セ

ン

ペ

サ

ン
》

《
イ

チ

ヤ

ナ

》

《
ア

ノ

ヤ

マ
》

比
較
的
拍
を
取
り
や
す
い
の
で
入
門
者
は
こ
の
曲

か
ら
始
め
ま
す
。
テ
ン
ノ
シ
ヤ
マ
と
は
姶
良
市
加

治
木
町
に
あ
る
蔵
王
岳
の
別
名
で
す
。
２４
秒

セ
ン
ペ
サ
ン
と
は
実
在

の
人
物
。
通
称
伊
藤
善

平
。
セ
ン
ペ
サ
ン

・
セ
ン
ペ
サ
ン
と
呼
び
か
け

た
歌
が
残

っ
て
い
ま
す
。
高
く
跳
ね
踊
る
よ
う

な
リ
ズ
ム
感
を
持

っ
た
曲
で
す
。
５８
秒

こ
れ
も

「
イ
チ
ヤ
ナ
ニ
エ
モ
ン
サ
ン
ナ
ナ
ア
」

と

い
う
歌
が
残

っ
て
お
り
い
そ
の
最
初
の
歌
詞

が
曲
名
に
な

っ
て
い
ま
す
。
５６
秒

明
治
の
名
人
に
野
村
直
助
と

い
う
人
が
お
り
、

「
ま
ず
名
曲
と
申
す
な
ら
彼

の
山

（
ア
ノ
ヤ

マ
）

「
タ
カ
ネ
」

「
ツ
ツ
ネ
」
と
言

っ
て
い
ま

す
。
テ
ン
ノ
シ
ヤ
マ

・
セ
ン
ペ
サ
ン

・
イ
チ
ヤ

ナ

・
ア
ノ
ヤ

マ
の
４
曲
に
は
歌
詞
が
残

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
田
さ
ん
は
天
吹
に
は
歌
詞

《
シ

ラ

ベ
》

《
タ

カ

ネ

》

《
ツ

ツ

不ヽ
》

は
無

い
。
後
か
ら
付
け
た
も

の
だ
と
言

っ
て
い

ま
す
。
２
分
１
秒

「
シ
ラ
ベ
が
吹
け
れ
ば
他

の
曲
は
難
し
く
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
曲
の
基
本
と
な

る
曲
で
す
。

「
シ
ラ
ベ

・
タ
カ
ネ

・
ツ
ツ
ネ
」

の
三
曲
は
ゆ

っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
落
ち
着

い

て
い
ま
す
。
５１
秒

こ
の
曲
だ
け
に
出
て
く
る
高

い
音
が
あ
る
の
で

「
高
音
」
の
意
味
と
思
わ
れ
ま
す
．
悲
痛
の
感

が
あ
り
ま
す
。
２
分
２３
秒

孔
を
す
べ
て
塞

い
だ
低

い
音
か
ら
始
ま
る
の
で

「
筒
音
」
の
意
味
と
思
わ
れ
ま
す
。
７
曲
の
中

で
最
も
長

い
曲
で
す
。

「
シ
ラ
ベ

・
タ
カ
ネ

・

ツ
ツ
ネ
」
の
三
曲
は
純
器
楽
曲
で
、
歌
詞
は
あ

り
ま
せ
ん
。
３
分
５３
秒

二
〇
二
四
年
同
好
会
員

の
渕
上
ラ
フ
ァ
エ
ル

広
志
氏

に
よ

っ
て
復
元
。
伝
承
曲
と
し
て
こ

の
曲
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
大
田
氏

の
残
し

た
言
葉

に
よ

っ
て
分
か

っ
て
い
ま
し
た
。
稚

児
歌

「
稚
児
で
れ
」
を
参
考
に
し
た
復
曲
ｃ
　

．
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令和 7年度会員名簿
氏  名 住 所

理事 会長兼師範 白尾回英 姶良市

理事 副会長 赤崎紳一 鹿児島市

理事 副会長 上川路直光 鹿児島市

理事 事務局 柚木盛吾 鹿児島市

理事 会計 吉田雅章 鹿児島市

理事 監査 佐野雅雄 鹿児島市

理事 監査 川上久志 姶良市

理事 田1畢一彦 鹿児島市

会 員 伊東丞士 鹿児島市

会員 伊束博文 鹿児島市

会員 宇都太賀 始良市

会員 内野令四郎 東京都

会 員 小漬博道 鹿児島市

会員 大隣貴仁 鹿児島市

会員 亀割成了
‐ 鹿児島市

会 員 川村晋平 横浜市

会員 喜入章夫 鹿児島市

会員 久保田佳代子 東京都

会員 黒田浩司 福山市

会員 白尾謙 鹿児島市

会員 島津義秀 始良市

会員 鈴木香代子 鹿児島市

会員 千堂洋一 鹿児島市

会員 高尾直宏 下関市

会員 寺岡晴雄 鹿児島市

会員 新納恵子 鹿児鳥市

会員 張紹好 鹿児島市

会員 福迫智了
‐ 鹿児島市

会員 藤井俊裕 鹿児島市

会員 渕上ラファエル広志 東京都

会員 古川周平 鹿児島市

会員 古田芳光 鹿児島市

会員 牧之内敏朗 埼玉県

会員 森 邦彦 鹿児島市

会員 森山清隆 鹿児島市

会員 山下剛 鹿児島市

会員 山本博之 鹿児島市

会員 湯川浩司 鹿児島市

会員 脇田大輔 神戸市

下記の場所で毎週練習を行つています。関心のある方はどうぞお寄りください。

事 務 局 鹿児島市上之園町 20-17共研舎(共研幼稚園内)柚木盛吾 丁EL 099-254-0986
練習会場 同上
時 毎週木曜 17時半～ 19時

天吹同好会ホームページ http://tenpuku.net/




